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                            文責 校長 熊本 万里子 

【令和８年度学校教育目標】  
大人も子どもも、目指すは“とことん学び続け、とことん学び合う人” 

～本気・根気・勇気で骨太の土台作り～ 
 

  6 月に全校児童にキャラクター募集について呼びかけたところ、

たくさんの応募がありました。どの作品も、かなりの力作で多良と多良

小への思いが感じられ、自然と笑顔になれる作品でした。子どもたち

の発想力のすごさに驚きました。泣く泣くでしたが、その中から 15 点

を実行委員会で絞り、全校児童による投票を行いました。その結果を

もとに、多良小学校のキャラクターを決定しました。名前は“たしょら”

です。“たら”の間にしょうがっこうの“しょ”を入れたということでした。

本校 5 年生 HM さんの作品です。原画をもとにキャラクターっぽく、調整し

ました。角と尻尾はカニをイメージ。耳はムツゴロウのヒレをヒントに。頭にはミカンの花飾りを

つけています。発想とキャラクターのイメージが素晴らしく、大人にはできないところです。多良

で育った子どもたちならではです。★“たしょら”をよろしくお願いします！！ 
 

 ボランティア委員会を中心に、毎週金曜日に台ふきんを調理室に戻した順番をポイント

制にして、学級で競うゲームを行いました。よく考えたなあと思いました。日々の仕事もゲーム

感覚で競えるってとても面白いと思いました。そして、先日、1 学期の結果が出ましたのでお

知らせします。学級で、意識化することで協力して早く片付けることができます。2

学期はどの学級が上位 3 位までに入るでしょうか。ボランティア委員会の企画大

成功です。 

 1 位 6 年生              2 位 2 年生               3 位 4 年生 

ほんなこてゆたたり 

たしょら 



 先日の平和集会では、6 年生から平和の大切さを考えるメッセージをもらいました。まず

は、「ちいちゃんのかげおくり」（あまん きみこ：著、上野紀子：イラスト、あかね書房出版）の

朗読。戦争が家族を、命を奪っていく悲しさが感じられる作品でした。その後に、6 年生が、長

崎の修学旅行で学んだことをグループごとに発表しました。

原爆が投下され、約 7 万 3 千人以上の人々の命が奪われ

たこと、被害を受けた人や町の悲惨な状況、山里小学校や

防空壕について、調べたことと自分たちの感想を交えながら

伝えていました。 

 

 

 

 

 

６年生の発表を通して、平和の大切さ、原爆の恐ろしさ、戦争を起こしてはならないことな
ど、下級生にしっかり伝わっていました。そして、自分たちが今できることは何かを考えること
ができていました。こうやって、発表者の願いが子どもたちに受け継がれていくのだなあと嬉
しく思いました。

 いよいよ明日から 39 日間の夏休みが始まります。長期の休みとなりますので、ご家庭に

は何かと負担をおかけすることもありますが、充実した時間になるよう、子どもさんに何をした

いかをしっかり考えさせて過ごさせていただければと思います。日頃、できないことに挑戦して

みるのもいいかと思います。読書や習い事、勉強、理科や社会など自由なテーマでの研究等、

わくわくすること間違いなしです。また、家族の時間を十分にとって、ふれあいの時間とするの

もいいですね。        ２学期のスタートは８月２６日（水）です。 

平和集会があった日の放課後に 3 年生に「平和集会でどんなことを考えた？ 」とインタビューを
してみました。すると、とっさに次の言葉を返してくれました。3 年生ありがとう。 

戦争を起こすこと

はやめてほしい。 

KR 

７万３千人以上の人が

亡くなっていて、もう

二度と戦争が起きない

ようにしたい。YS 

７万３千人もの人がケ

ガや命を落としてい

た。多良小でみんな元

気に過ごしたい。MA 

９月の行事予定 
・８日（火）ふれあい道徳③④、情報モラル教室③④、集金日⇒授業参観日②③④ 
・９日（水）PTA 読み聞かせ、集金日 
・18日（金）PTA 評議員会 
・30日（水）全校集会・児童集会 


